
2010（平成22）年9月29日～10月1日

国際展示場「東京ビッグサイト」（有明）

■自動車メーカーが再び出展したことによる展示ス
ペースの確保と、通路幅拡張による混雑解消を目的
に、計6ホールに戻した

■特別企画「高齢者の生活支援用品コーナー」を開始
（協力：財団法人共用品推進機構）、高齢者の生活で利用
できる工夫や細かなアイデアが施された製品を一
コーナーで集中展示した。また、講座「高齢者世帯
向けの手軽な日々の食事～市販の弁当・総菜も工
夫しだいでこう変わる」を開催

■国際シンポジウム「ヨーロッパの医療制度改革の動
向と評価」を開催、高齢化で医療費が高騰している
EU各国の制度改革、財政の健全化の最新動向と取
り組みへの評価、今後の課題などについて考察した

主　　催 全国社会福祉協議会　保健福祉広報協会
来場者数 119,451人
出展社数 492社：海外15か国1地域57社、国内435社
◆東展示場　1～ 6ホール

［第37回　ポスター］

第37回
国際福祉機器展H.C.R.2010

高齢者の生活支援用品の集中展示

身近な機器の福祉的利用方法講座
～電子ブックや携帯電話など身近にあるテクノロジー（あるテク）を福祉機器に変える利用方法～ 開催

講師　中邑賢龍氏(東京大学先端科学技術研究センター教授)ほか

Ⅰ H.C.R.のあゆみ／第1回～第50回の開催概要

発展期Ⅱ［第28回～第45回］
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国際シンポジウム

フランスの医療制度改革と財政をテーマに
欧米や日本など先進各国が医療制度改革に急ピッチで取り組むなか、質や技術の向上、効率化、平等性などの課
題にどう取り組んでいくべきか、欧州の事例をもとに考察した

ヨーロッパの医療制度改革の動向と評価
シンポジスト

ブルーノ・パリエ 氏
パリ政治学院教授、ヨーロッパの社会保障制度改革のメンバー

チューター

近藤純五郎 氏
弁護士、元厚生労働事務次官

特別企画

福祉機器開発最前線

ア  車いすなど移動機器
  ●  同伴者に自動併走するロボット車椅子
埼玉大学ヒューマンロボットインタラクションセンター

  ●  マジックカーペット
株式会社コーヤシステムデザイン

  ●  安全に配慮された電動車いす
国立障害者リハビリテーションセンター研究所

イ  宇宙技術と福祉機器
  ●  着衣型トレーニング装置、宇宙船内用日常服（船内被服）、宇宙日本食
宇宙航空研究開発機構（JAXA）

ウ  義肢装具
  ●疾走用膝継手、ステップ用膝継手 ～任意方向への移動が可能な膝継手～
株式会社今仙技術研究所

エ  介護食品
  ●  介護食品
日本介護食品協議会

オ  その他
  ●  ブレイン－マシン・インターフェイス型環境制御装置、エアペン文字盤
国立障害者リハビリテーションセンター研究所

  ●  Dynamic Casting System「動的採型装置」
神戸医療福祉専門学校三田校

ブルーノ・パリエ 氏
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